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木津川市総務部指導検査課

番号 質　問　事　項

1

当該工事に係る配置予定技術者について、工場製作から現場架設へ移行する
時期を工程上の一定の区切りとし、交代前後の配置予定技術者の技術力が同
等以上である場合には、別の技術者への変更が認められるものと考えてよろ
しいでしょうか。また、変更が可能な場合、配置予定技術者調書には交代前
後の技術者をそれぞれ記載すればよろしいでしょうか。ご教示願います。

2

特記仕様書　第18章 その他 18-1（工期の変更）に、「翌年度に跨る繰越し
承認の手続きを予定しており、承認後は受注者協議のうえ適正工期に変更す
る。」と記載がございます。
現時点で想定されている工期および現場着手時期がございましたら、ご教示
願います。

3

鋼橋上部工工事に関わる施工実績において、道路橋又は鉄道橋で最大支間長
30m以上の鈑桁橋又は箱桁橋の製作及び架設工事の実績とありますが、横断
歩道橋についても最大支間長30m以上の鈑桁橋又は箱桁橋であれば実績とし
て認められるでしょうか。

横断歩道橋で最大支間長30m以上の鈑桁橋又は箱桁橋の製作及び架設工事につ
いても施工実績として認めるものとします。

以下余白。

監理技術者の変更は、原則として認めません。
ただし、受注者からの協議に対して、交代の時期が工程上一定の区切りと認め
られる時点とするほか、交代前後における監理技術者の技術力が同等以上に確
保されるとともに、工事の継続性、品質確保等に支障がないとして、発注者が
承諾することで変更を認めています。
本工事における、工場から現地へ工事の現場が移行する際は、工程上一定の区
切りと解しますが、受発注者間の協議でその他諸条件も満たされることを確認
の上で、別の技術者に変更することを可とします。

配置予定技術者調書への記載は、工場と現場で技術者を交代する予定の場合
は、各技術者について調書を作成し、欄外にその旨を記載してください。

質　疑　回　答　書 （ 申 請 関 連 ）

回　答　事　項

工期の変更については本歩道橋の供用開始を令和１０年３月としており、繰越
し承認後は受発注者協議のうえ、令和１０年２月末まで工期を変更する予定で
す。

現場着手時期については近畿日本鉄道（株）と調整中ですが、令和９年９月頃
を予定しています。
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